
 １２月９日     テーマ：「旅人
たびびと

をもてなす」 

聖書個所：ローマ人への手紙１２章
しょう

１３節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

  パウロさんからローマにいるイエスさまを信
しん

じている人々
ひとびと

へのお手紙
て が み

が続
つづ

きます。これまで「心
こころ

からお互
たが

い

に愛
あい

し合
あ

うこと」「神
かみ

さまにいつも従
したが

うこと」「絶
た

えずお祈
いの

りすること」を学
まな

びま

したね。そして、今日
き ょ う

は、「旅人
たびびと

をもてなしなさい。」ということを学
まな

びます。 

 さて、みなさんもいろんなところに旅行
りょこう

に行
い

ったことがあると思
おも

いますが、お家
うち

から離
はな

れて、特
とく

にまだ行
い

ったこともないようなところに行
い

くのはワクワクします

ね。そして行
い

った先
さき

で親切
しんせつ

にしてもらったり、困
こま

ったことが起
お

きたら助
たす

けてもらっ

たりすると、とてもうれしくなります。 

当時
と う じ

、聖書
せいしょ

に書
か

かれているローマの時代
じ だ い

は、今
いま

のような便利
べ ん り

な世
よ

の中
なか

ではありま

せんでした。飛行機
ひ こ う き

も車
くるま

も新幹線
しんかんせん

もなく、素敵
す て き

なホテルもありませんでした。旅
たび

をするのは、とても大変
たいへん

でした。

パウロさんもたくさんの旅
たび

をしながら、神
かみ

さまのお話
はなし

をたくさんの人
ひと

にしましたが、船
ふね

が沈
ちん

没
ぼつ

しそうになったり、

悪
わる

い人
ひと

に襲
おそ

われたり、食
た

べるものがなかったり、寒
さむ

さで凍
こご

えそうになったり大変
たいへん

な目
め

にたくさん会
あ

いました。でも、

その度
たび

に行
い

く先々
さきざき

で、いつも神
かみ

さまはパウロさんを守
まも

ってくださり、いろんな人
ひと

を通
とお

して必要
ひつよう

な助
たす

けを与
あた

えてくだ

さいました。 

私
わたし

たちは今日
き ょ う

のみことばからどんなことを学
まな

んだらいいでしょう。家
いえ

に人
ひと

が泊
とま

まりに来
き

たり、一緒
いっしょ

に食事
しょくじ

したりすることはありますか。そういうお客
きゃく

さんを喜
よろこ

び、嬉
うれ

しい気持
き も

ちを伝
つた

えましょう。お友
とも

だちにも、持
も

っているものを分
わ

かち合
あ

うこ

とができますね。 

パウロさんは、たくさんの旅
たび

の最後
さ い ご

にこんなことを言
い

いました。「このように労苦
ろ う く

して弱
よわ

い者
もの

を助
たす

けなければならないこと、また、主
しゅ

イエスご自身
じ し ん

が、『受
う

けるより

も与
あた

えるほうが幸
さいわ

いである』と言
い

われたみことばを思
おも

い出
だ

すべきこと。使徒
し と

の働
はたら

き２０章
しょう

３５節
せつ

」。今日
き ょ う

も神
かみ

さまが出会
で あ

わせてくださる人
ひと

に対
たい

して、愛
あい

を与
あた

えるこ

とができるようにお祈
いの

りしましょう。 

  

 

◆お祈り 

 「今日
き ょ う

出会
で あ

う人
ひと

に対
たい

して、愛
あい

を与
あた

えることができるように助
たす

けてください。」 

       

                               （茨木聖書教会伝道師 吉持早稚子） 

聖徒
せ い と

の入用
いりよう

に協 力
きょうりょく

し、旅人
たびびと

をもてなしなさい。     

ローマ人への手紙
て が み
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